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第 5 章は電子ビームによるローワーハイブリッドドリフト 2 流体不安定性の励起について述べている白
磁場と平行に入射した電子ビームに半径方向の密度勾配が存在するとローワーハイブリッド 2 流体不安
定性が励起されることを示すと共に， ドリフト 2 流体不安定性の性質を明らかにしている口














































(6) 電流変調した相対論的電子ビームをプラズマに入射することによって無変調時に比べて約 2--3 倍
程度のプラズ、マ加熱が起こることを見出している。乙のプラズマ加熱はローワーハイブリッドパラメ
トリック不安定性に起因することを明らかにしている。
(7) 磁場に平行に入射したイオンビームをローワーハイブリッド周波数近くで変調することによってド
リフト波とローワーハイブリット波からなるパラメトリック不安定性を励起し パラメトリック励起
されたドリフト波によりイオン加熱が起こることを初めて確認している。
(8) ローワーハイブリッド周波数近傍で変調した電子ビームをプラズマ中に入射する乙とによってロー
ワーハイブリッド波と静電イオンサイクロトロン波からなるパラメトリック不安定性が励起され，同
時にプラズマ加熱が起こる乙とを見出している。乙のイオン加熱は主としてローワーハイブリッドサ
イドバンド波に起因することを明らかにしている。
以上述べたように本論文は，プラズマ物理，核融合工学上重要な多くの新知見を含み，電気工学に寄
与する所が大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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